
18	 フ  レ  ン  ド

少
す こ

しの特
と く

別
べ つ

な助
た す

け

 「アレックス，スピーチセラピーに
行
い

く時
じ

間
かん

よ」と，ジェンキンス先
せん

生
せい

が言
い

い
ました。

アレックスは頭
あたま

を引
ひ

っこめました。スピーチ
セラピーは，いつも行

い

っている特
とく

別
べつ

クラスです。
アレックスはいくつかの言

こと

葉
ば

や音
おと

をうまく言
い

えないので，週
しゅう

に何
なん

回
かい

か，スピーチクラスで練
れん

習
しゅう

しなければならないのです。ふだんのクラ
スから出

で

て行
い

く度
たび

に，とてもはずかしく感
かん

じ
ます！

アレックスは先
せん

生
せい

を見
み

上
あ

げました。「行
い

か
なくてもいいですか？」とアレックスはささ
やきました。「今

き ょ う

日だけ。」
今
き ょ う

日は，ティモンズさんがアレックスのク
ラスに来

き

て，きょうりゅうについて話
はな

してく
れることになっています。ティモンズさん
は，かっこいいきょうりゅうのほねがたくさ
んある博

はく

物
ぶつ

館
かん

で働
はたら

いています。何
なん

千
ぜん

年
ねん

も前
まえ

のほねを持
も

って来
き

てくれるのです！ アレッ
クスは見

み

のがしたくありませんでした。
ジェンキンス先

せん

生
せい

はほほえみました。「そ
れでも，スピーチクラスには行

い

かないとね。
でも，ティモンズさんのお話

はなし

の最
さい

後
ご

のとこ
ろまでにもどれるかもしれないわ。」

アレックスはほほえみ返
かえ

そうとしまし

ジェーン・マクブライド
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

きょうりゅうのほねは 
スピーチセラピーよりもはるかに 

楽
たの

しそうに思
おも

えました。
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何
なん

度
ど

もくり返
かえ

し練
れん

習
しゅう

したよ。」アレック
スは鼻

はな

にしわをよせました。
「ほんとに？」
アレックスはうなずきました。「もう
2年

ねん

間
かん

もスピーチセラピーに行
い

ってる
んだ。」
「どうして知

し

らなかったのかしら」
と，コートニーが言

い

いました。
アレックスはかたをすくめました。

「だれにも言
い

ったことがないんだ。から
かわれるんじゃないかと思

おも

って。」
「わたしは絶

ぜっ

対
たい

にからかったりしない
わ」とコートニーは言

い

いました。「きょう
りゅうのほねを見

み

るのに間
ま

に合
あ

ってよかっ
たね。ほんとにかっこいいんだから！」
コートニーは手

て

をふりました。「もう行
い

か
ないと。またね。」
やがてアレックスは，ほかのクラスに

行
い

っているのは自
じ

分
ぶん

とコートニーだけで
はないことを知

し

りました。トミーは，ソー
シャルスキルを学

まな

ぶのを助
たす

けるクラスに
行
い

っていました。ベカは特
とく

別
べつ

学
がっ

級
きゅう

の先
せん

生
せい

と一
いっ

緒
しょ

に，けがの後
あと

でうでを強
つよ

くする
訓
くん

練
れん

をしていました。
もうアレックスは，スピーチクラスに
ついてあまりいやな気

き

持
も

ちを感
かん

じませんで
した。ほかの子

こ

たちも気
き

分
ぶん

が良
よ

くなるよう
に，助

たす

けたいと思
おも

いました。コートニーと
一
いっ

緒
しょ

に本
ほん

を読
よ

む練
れん

習
しゅう

をし，昼
ちゅう

食
しょく

の時
とき

にはト
ミーと話

はな

しました。だれもが時
とき

々
どき

，少
すこ

しの特
とく

別
べつ

な助
たす

けを必
ひつ

要
よう

としていて，それでよかった
のです！ ●
このお話

はなし

は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

での出
で

来
き

事
ごと

です。

たが，できませんでした。ゆっくりとス
ピーチセラピーの教

きょう

室
しつ

に歩
ある

いて行
い

きまし
た。クラスでは，同

おな

じ音
おと

を何
なん

度
ど

も何
なん

度
ど

も
くり返

かえ

し練
れん

習
しゅう

しました。きょうりゅうに
ついて学

まな

ぶほうが，もっと楽
たの

しいことで
しょう。
「こんないやな音

おと

を言
い

うなんて大
だい

嫌
きら

い
です」と，アレックスはスピーチセラピー
の先

せん

生
せい

に言
い

いました。「自
じ

分
ぶん

が赤
あか

ちゃん
みたいな気

き

がします。」
「あなたは赤

あか

ちゃんなんかじゃないわ」
と先

せん

生
せい

は言
い

いました。「わたしたちはみ
んな，時

とき

々
どき

，少
すこ

しの特
とく

別
べつ

な助
たす

けが必
ひつ

要
よう

な
ことがあるの。わたしがあなたくらいの
ときに，スピーチセラピーに行

い

ってたって
知
し

っている？」
それを聞

き

くと，アレックスは少
すこ

し明
あか

る
い気

き

持
も

ちになりました。残
のこ

りの時
じ

間
かん

は，
自
じ

分
ぶん

の取
と

り組
く

む音
おと

を熱
ねっ

心
しん

に練
れん

習
しゅう

しまし
た。
ジェンキンス先

せん

生
せい

の教
きょう

室
しつ

にもどったと
き，友

とも

達
だち

のコートニーが出
で

て行
い

くのが見
み

えました。
「どこに行

い

くの？」とアレックスが聞
き

く
と，
コートニーはうつむきました。「わた
しはうまく読

よ

めないの。だから，特
とく

別
べつ

ク
ラスで読

よ

む練
れん

習
しゅう

をしないといけないの。」
コートニーははずかしそうにしています。
「ねえ，大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

だよ」とアレックスは言
い

いました。「ぼくはスピーチクラスから
もどったところなんだ。同

おな

じ音
おと

を何
なん

度
ど

も
イ
ラ
ス
ト
／
マ
ー
ク
・
ロ
ビ
ソ
ン

わたしは�
読
よ

むことについて�
助
たす

けてもらっています。

わたしは�
うでのことで�

助
たす

けてもらっています。

ぼくは�
ソーシャルスキルについて�
助
たす

けてもらっています。


